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これからも楽しい元気
な紙面で、仲間の運動を
伝えていきます！

1
月
16
日
（
土
）
清
瀬
ア

ミ
ュ
ー
ホ
ー
ル
で
支
部
の
旗
び

ら
き
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
組
合
員
・
来
賓
合
わ
せ
て

1
1
2
人
の
参
加
で
、
初
参

加
の
仲
間
の
顔
も
た
く
さ
ん
見

え
て
、
新
年
の
ス
タ
ー
ト
に
ふ

さ
わ
し
い
、
楽
し
い
集
い
と
な

り
ま
し
た
。

余
興
で
盛
り

上
げ
て
く
れ
た

の
は
『
滝
山
中

央
舞
ま
い
連
』

の
皆
さ
ん
で
、

滝
山
分
会
の
仲
間
も
参
加
し
て

い
る
阿
波
踊
り
チ
ー
ム
で
す
。

力
強
い
演
奏
と
踊
り
で
参
加
者

を
圧
倒
し
ま
し
た
。
最
後
の
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
は
阿
波
踊
り
に

負
け
な
い
力
強
さ
で
、
清
瀬
久

留
米
支
部
の
新
し
い
年
が
始
ま

り
ま
し
た
。
恒
例
の
お
楽
し
み

抽
選
会
で
見
事
『
福
』
を
引
い

た
皆
さ
ん
に
感
想
を
頂
き
ま
し

た
。た

く
さ
ん
の
組

合
の
仲
間
が
参
加
。

色
々
な
方
々
と
出
会

え
る
の
で
、
と
て
も

良
い
と
思
い
ま
す
。

元
塩
分
会　

長
谷
川
和
頼

分
会

の
拡
大

表
彰
で

は
、
年

間

実

増
・
年

間
拡
大

目
標
達

成
・
年
末
拡
大
目
標
達
成
の
ト

リ
プ
ル
受
賞
を
し
ま
し

た
。
私
も
福
引
で
景
品
を

頂
い
て
、
こ
の
記
事
の
原

稿
用
紙
ま
で
…
た
く
さ
ん

貰
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
年
も
分
会
の
皆
と
一
緒

に
頑
張
り
ま
す
。

清
里
分
会　

伊
藤
康
裕

初
め
て
旗
び
ら
き
に
参

加
し
て
、
正
直
驚
き
ま
し

た
。
名
だ
た
る
ご
来
賓
の

ご
挨
拶
、躍
動
感
の
あ
る
余
興
、

各
分
会
の
決
意
表
明
、
そ
し
て

美
味
し
い
食
事
と
お
酒
。
と
て

も
よ
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
福
引
き
で
い
た
だ

い
た
ケ
ー
キ
は
子
ど
も
に
食
べ

ら
れ
、
私
は
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
（
笑
）。

青
空
分
会　

石
塚
貴
紀

ま
し
た
。

こ
れ
以
上
の
暴
走
に
は
も
う

耐
え
ら
れ
な
い
！
何
か
を
す
る

必
要
を
感
じ
、
意
識
し
た
集
会

で
し
た
。青

空
分
会　

廣
野
順
子

会
保
障
が
削

減
、
医
療
・

介
護
年
金
に

関
す
る
非
惨

な
事
件
事
故

が
後
を
た
た

な
い
。

国
民
の
貧

困
と
生
活
格

差
の
現
在
の

状
況
を
招
い

て
い
る
安
倍

首
相
は
政
治

姿
勢
に
問
題

有
り
と
語
り

に
迄
及
び
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
宇
都
宮
健
児

氏
が
安
倍
政
権
に
な
っ
て
、
戦

争
法
が
強
行
採
決
、
防
衛
費
だ

け
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
口
で
は

国
民
を
守
る
と
言
い
な
が
ら
社

暮
ら
し
を

守
る
運
動

を
進
め
て

い
く
取
り

組
み
を
話

し
ま
し

た
。
発
言

は
市
政
や

都
、
国
政

政
治
に
声
を
届
け
よ
う
！

東
久
留
米
市
民
大
集
会

市
民
大
集
会
が
12
月
23
日
成

美
会
館
大
研
修
室
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
会
場
は
百
人
以
上
の

参
加
者
で
埋
め
尽
く
さ
れ
る

程
、
大
勢
の
市
民
が
集
ま
り
ま

し
た
。
最
初
に
東
京
土
建
等
の

各
団
体
や
個
人
か
ら
戦
争
法
や

憲
法
改
悪
、
原
発
等
多
く
の
諸

問
題
の
要
求
や
要
望
、
報
告
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

土
建
か
ら
は
北
島
委
員
長
が

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
実
態
と
訴

訟
が
重
大
な
局
面
を
迎
え
て
い

る
事
、
平
和
と
民
主
主
義
を
守

り
、
組
合
員
と
家
族
の
仕
事
と

50年間の諸先輩に感謝
本部主婦の会50周年

1 月 24 日（日）東 京
土建主婦の会 50 周年行
事が行われました。日比
谷公会堂は満席となり、
和太鼓のオープニングで

幕を開けた。私は 30 周年では実行委員でした
ので記憶にありますが、あれから 20 年はあっ
という間でした。日比谷公会堂の建物も歴史
を感じましたが、出席者の中にも杖をついた
方もあり、50 年がんばってこられたのだろう
と感慨無量でした。

主婦の会会長の早坂さんは、和服姿で登壇
され、今日まで尽力された諸先輩に感謝をす
ると共に、今後も 37 支部心を一つに未来に向
かって邁進するとの決意を表しました。

講演された和光大学教授で元朝日新聞記者
の竹信三恵子氏は「政治を変える女性の力」
と題し、アベノミクスで次々出される政策、
働く女性に関わる改革はどれも失敗に終わり、

「絵に描いた餅」に終わった。7 月の参議院選
挙には私たちの要求を代弁する議員を、私た
ちの力で送り出そうと強調されました。

そ れ に し て も、 日　　　　　　　　　　　　　　　
比谷公園の池のほとり
で寒空の下お弁当を食
べたのは記憶に残るで
しょうね。

松竹分会　石崎佳子

第48回支部定期大会

会
長
・
分
会
書
記
長
・
青

年
部
書
記
長
）

会
計
監
査　

2
名

立
候
補
受
付

期
間
：
3
月
23
日
（
水
）

～
3
月
29
日
（
火
）

場
所
：
支
部
会
館

時
間
：
午
前
9
時
～

午
後
5
時
、

　

最
終
日
の
み

午
後
7
時
ま
で

※
立
候
補
資
格
に
つ
い
て

第
45
回
支
部
定
期
大
会
の

決
定
に
基
づ
き
、
立
候
補

の
年
齢
基
準
は
大
会
の
日

を
も
っ
て
70
歳
未
満

◇
大
会
告
示

執
行
委
員
長　

北
島
晃

日
程
：
2
0
1
6
年

　

4
月
3
日
（
日
）

　

午
前
10
時
開
会

会
場
：
清
瀬
ア
ミ
ュ
ー

7
階

◇
役
員
選
挙
告
示

選
挙
管
理
委
員
長

　

盛
永
義
彦

役
員
定
数

執
行
委
員
長　

1
名

副
委
員
長　

3
名

書
記
長　

1
名

書
記
次
長　

2
名

常
任
執
行
委
員　

12
名

執
行
委
員　

17
名
（
分
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仲
間
の
団
結
で
運
動
を
前
進
、実
増
の
年
へ

二
〇
一
六
年
新
春
旗
び
ら
き
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　今年も確定申告の季節となりました。昨年 1 年間の収入
と支出を科目ごとに取りまとめてください。今年度も就業
実態調査を行います。対象の組合員に対しては相談の際、
調査の目的を伝え協力を呼びかけます。申告書用紙は事業
所得用 (「B 表」) の申告書を使い、職種の記入を徹底し、
申告後、収受印 ( 受付印 ) が押印された申告書の写しを調
査票に添付していただきます。不明な点は支部までご連絡
ください。

受付時間…午前 9:30 ～ 11:30、午後 1:30 ～ 3:30、
　　　　　夜間午後 6:30 ～ 8:30
※資料代：給与 1,000 円、事業 2,000 円、
  　青色 4,000 円、消費税 ( 簡易課税 )1,000 円、
　　 　消費税 ( 本則課税 )5,000 円、
 　譲渡・贈与 10,000 円
※税理士を指名した場合は資料代 1,000 円が追加になり
　ます。
※分会ごとの日程は設定していません。ご都合に合わせ
　てご来所下さい。

日　　付 受付時間 会　　場 内　　容

2 月 18 日㈭

午前、午後
支部会館 3 階

白色、給与、 
青色、消費税2 月 19 日㈮

2 月 21 日㈰
確定申告全般 
（税理士）

2 月 23 日㈫ 午前、午後、夜間

2 月 25 日㈭
午前、午後

中清戸市民センター

2 月 29 日㈪

支部会館 3 階

白色、給与 
青色、消費税3 月 1 日㈫ 午前、午後、夜間

3 月 3 日㈭ 午前、午後
確定申告全般 
（税理士）

大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
一
回
目
の
集
ま
り
な

の
で
、
こ
の
会
の
名
前
を
決
め

よ
う
と
い
う
事
に
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
こ
ろ
に
は
み
ん
な

酔
っ
払
っ
て
思
考
停
止
。次
回
、

正
式
に
名
前
を
決
め
仲
間
を
増

や
し
て
い
く
事
を
確
認
し
て
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

東
京
土
建
は
建
設
業
で
働
く

様
々
な
職
種
の
仲
間
が
い
ま
す

が
、
こ
ん
な
ふ
う
に
同
じ
職
種

で
集
ま
っ
て
交
流
す
る
の
も
良

い
も
の
で
す
。
仲
間
を
募
集
中

で
す
。松

竹
分
会　

小
田
澤
陽
一

1
月
23
日
（
土
）
に
『
ペ

ン
キ
屋
さ
ん
の
交
流
会
』
を
東

久
留
米
駅
前
の
居
酒
屋
で
行
い

ま
し
た
。
塗
装
職
の
有
志
で
呼

び
か
け
て
、
集
ま
っ
た
参
加
者

は
11
人
。
そ
の
中
に
は
あ
ま
り

顔
を
合
わ
さ
な
い
他
分
会
の
仲

間
や
、
埼
玉
土
建
の
仲
間
も
。

普
段
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い

る
仲
間
が
偶
然
同
席
し
て
い

て
、
び
っ
く
り
す
る
場
面
も
あ

り
ま
し
た
。
初
め
は
皆
、
様
子

を
見
な
が
ら
静
か
に
飲
ん
で
い

ま
し
た
が
、
誰
か
が
始
め
た
失

敗
談
か
ら
始
ま
っ
て
、
仕
事
の

話
に
花
が
咲
き
、
そ
こ
か
ら
は

30
年
近
く
続
け
て
い
る

　
　
　
正
月
駅
頭
宣
伝
行
動

今
年
も
1
月
3
日
清
瀬
駅
北

口
連
絡
通
路
で
清
瀬
原
水
協
主

催
の
新
春
駅
頭
宣
伝
を
行
い
ま

し
た
。
全
体
で
16
名
の
参
加
で

し
た
。
こ
の
駅
頭
宣
伝
は
30
年

近
く
続
け
て
い
ま
す
。
今
年

は
戦
争
法
の
問
題
に
も
ふ
れ
、

核
兵
器
廃
絶
の
署
名
と
と
も

に
、
戦
争
法
廃
案
に
む
け
た

2
,
0
0
0
万
署
名
を
同

時
に
と
り
く
み
ま
し
た
。

1
月
6
日
に
北
朝
鮮
の

水
爆
実
験
の
報
道
が
あ
り
ま

し
た
。
世
界
中
か
ら
問
題
が

注
目
さ
れ
、
こ
れ
は
許
せ
な

い
も
の
で
す
が
、
大
き
な
疑

問
を
持
ち
ま
し
た
。
当
然
、

カ
リ
。
や
は
り
適
量
な
ん
で
す

ね
ぇ
。

私
は
今
回
が
初
め
て
の
参
加

で
す
。
正
直
30
代
前
半
ま
で
は

自
分
が
病
気
を
す
る
か
も
？
等

と
は
考
え
て
も
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
や
は
り
40
の
声
を
聞
い

た
こ
ろ
か
ら
以
前
の
様
に
は
い

か
な
い
な
ぁ
と
感
じ
、
今
で
は

健
康
で
過
ご
す
こ
と
の
大
切
さ

を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

こ
の
健
康
教
室
も
以
前
は

も
っ
と
堅
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
た
の
で
す
が
参
加
し

て
み
て
と
て
も
楽
し
く
、
普
段

は
実
現
出
来
そ
う
も
無
い
様
な

目
標
も
少
し
ず
つ
で
も
頑
張
っ

て
見
よ
う
か
な
と
思
え
る
か
ら

不
思
議
な
も
の
で
す
。

是
非
若
い
方
も
気
軽
に
参
加

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？

元
塩
分
会　

望
月
慎
一
郎

自
分
が
普
段
関
心
を
持
た

な
か
っ
た
項
目
の
意
味
や

重
要
性
等
も
解
り
、
大
変

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

さ
す
が
は
職
人
の
集
ま

り
だ
け
あ
り
話
の
中
心
は

ア
ル
コ
ー
ル
。
飲
み
過
ぎ

を
同
席
の
奥
様
か
ら
責
め

ら
れ
る
と
、
甘
い
物
を
食

べ
過
ぎ
で
は
？
と
応
戦
。

講
師
に
な
だ
め
ら
れ
る
光

景
も
あ
り
ま
し
た
。
何
で

も
適
量
で
す
ね
。
食
品
中

の
プ
リ
ン
体
の
含
量
表
を

も
ら
い
ま
し
た
が
、
良
く

テ
レ
ビ
等
で
も
栄
養
が
有
り
体

に
良
い
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う

な
食
品
が
意
外
と
プ
リ
ン
体
を

多
く
含
ん
で
い
た
り
、
逆
に

ビ
ー
ル
が
思
っ
た
よ
り
低
い
。

ビ
ー
ル
党
の
私
は
、
喜
ん
だ
の

も
つ
か
の
間
、
ア
ル
コ
ー
ル
自

体
が
問
題
だ
と
聞
か
さ
れ
ガ
ッ

1
月
10
日（
日
）松
竹
分
会
、

元
塩
分
会
合
同
の
健
康
教
室
に

参
加
し
ま
し
た
。
清
瀬
診
療
所

か
ら
講
師
を
招
い
て
行
わ
れ
た

教
室
は
講
師
の
方
の
人
柄
も
あ

り
、
終
始
和
や
か
な
楽
し
い
会

で
し
た
。

健
康
診
断
結
果
の
見
方
は
、

確定申告相談会が始まります

全
世
界
で
放
射
能
が
計
測
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
水
爆
と
原
爆
は
規
模
の
違

い
な
の
で
疑
問
視
さ
れ
て
い
ま

す
。い

ず
れ
に
し
て
も
核
兵
器
は

世
界
か
ら
な
く
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

松
竹
分
会　

石
崎
政
治

る
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
！　

私

は
ボ
ー
ッ
と
し
て
し
ま
い
暫

く
席
を
立
つ
事
が
で
き
ま

妻と二人でちょっとだけ…

昨
年
末
の
12
月
13

日
小
雨
降
る
中
、
憧

れ
の
市
村
正
親
さ
ん

の
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー

ズ
ン
に
ピ
ッ
タ
リ
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
〝
ス

ク
ル
ー
ジ
〟
を
観
に

赤
坂
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。

劇
場
は
空
席
無
し

の
満
員
御
礼
状
態
！

幕
が
上
が
る
と
素
敵

な
歌
と
踊
り
の
始
ま

り
で
す
。

笑
っ
た
り
、
泣
い

た
り
、
考
え
さ
せ
ら

れ
た
り
と
ひ
と
時
も

休
む
暇
な
く
進
み
ア
ッ
と
言

う
間
の
感
動
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
。

幕
が
降
り
て
も
鳴
り
止
ま
ぬ

拍
手
に
3
回
も
繰
り
返
さ
れ

の
時
間
は
酔
い
つ
ぶ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
分
会
長
ゴ
メ

ン
な
さ
い
。

南
町
分
会　

荒
牧
孝
好

せ
ん
で
し
た
。

妻
と
二
人
で

ち
ょ
っ
と
だ
け
早
い

ク
リ
ス
マ
ス
の
よ
う

な
時
間
を
過
ご
す
事

が
で
き
ま
し
た
。

一
枚
9
8
0
0

円
の
チ
ケ
ッ
ト
が

4
8
0
0
円
と
い

う
半
値
近
い
値
段
で

購
入
出
来
て
と
っ
て

も
助
か
り
ま
し
た
、

次
回
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

そ
し
て
帰
り
は
お

約
束
の
寄
り
道
。
少

し
飲
み
過
ぎ
て
分
執

ペンキ屋さん
集まれ〜

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

○

♪

３・13 重税反対全国統一行動に
皆で参加しよう！

  と　き  2016 年 3 月 11 日（金）
　　　　9 時 45 開場　10 時開会
  ところ  東村山市中央公民館ホール

やっぱり適量なんですね
元塩＆松竹　分会健康教室


